
第２学年 総合的な学習の時間 学習指導案

日 時 平成１６年１０月２０日（水）５校時

場 所 中学校２年生教室

対 象 第２学年 男子５名 女子４名 計９名

指導者 佐 藤 修 司 岡 房 子

１ 単元名 ふるさと柳沢に学ぶ ～柳沢の自然・人・文化に学ぶ～ そばづくり

２ 単元について

【教材観】

この地域では古くからそばが栽培され，現在も学校周辺で多くのそば畑をみることができる。

したがって，そばづくりは本校生徒にとって，地域の自然・歴史・文化とその中で生きてきた人

々を学ぶのによい学習材である。小学校では，地元の栽培農家の人から話しを聞いたり，教えて

もらいながら栽培し，収穫祭では郷土料理に取り組む。中学校では，２年間の活動を通してこれ

を深めていく。２年間同じ学習材で活動することで，自らの活動をふりかえり，新たに課題を見

つけ，深めることができるものと考えるからである。

【生徒観】

生徒は，小学校第３学年から昨年まで５年間そばの栽培に取り組み，そばに関する知識を

かなりたくさん持っている。個人研究や研究発表会も経験し，発表力も身についてきた。

今年度は，昨年度までの経験を生かし，人との交流の中から問題解決力を育てようとして

いる。

４月と９月に行った生徒の意識調査の結果から変容の様子を見ると，｢人間関係力｣につい

ては向上し，｢自己評価力｣については低下していることがわかる。｢人間関係力｣の上昇につ

いては，学習活動の｢探る｣の段階で，文献等に頼ることなく『地域の人からの調査』から解

。 ， ，決を図らせていることが成果として現れていると考えられる また ｢自己評価力｣の低下は

昨年の調査と同様の結果であり，１年間の活動を通して生徒自身に自らをしっかりと見つめ

直す姿勢が身に付いてきたことと前向きにとらえたい。

【指導観】

昨年から，生徒が困難な課題にぶつかるたび 「あなたはどうすれば良いと思うか？」と問いか，

け，自力で問題が解決できるよう助言をしてきた。実験が成功することや収量の増えることがそ

ば栽培の目的ではなく，生徒一人ひとりが，活動を通してどのように力をつけていくかに重点を

置いて指導を重ねてきた。｢実践力｣の向上を目指した昨年からの指導姿勢は，２年目の今年も持

ち続けたい。

さらに，今年度は，様々な問題を解決しようとする取り組みの中から，｢情報活用能力｣，

｢人間関係力｣，｢表現力｣の向上を図りたい。

また，総合で培った６つの力を教科に生かすことができるよう，小規模校の良さを生かし，生

徒一人ひとりに目を向けた指導を心がけたい。



３ 単元のねらい

(1) ふるさと柳沢の自然やそこに生きる人々と触れ合う活動の中から，自ら課題を見付け，主

体的に問題を解決しようとする態度を育てる。

(2) そばづくりの活動を通して，必要な情報の収集・選択や発表・討論の仕方などの学び方を

身に付ける。

(3) 各教科等で身に付けた知識や技能等を相互に関連づけ，自分の課題解決の場で役立てるこ

とができる。

４ 基本構想図

ふるさと柳沢に学ぶ ～柳沢の自然・人・文化に学ぶ～ そばづくり

第１学年（４５時間） 第２学年（５５時間）

とらえる( 2時間) とらえる( 1時間)

見通す ( 5時間) 見通す ( 6時間)

探 る (26時間) 探 る (30時間)

まとめる(10時間) まとめる(12時間)

広げる ( 2時間) 広げる ( 6時間)

・オリエンテーション ・オリエンテーション

・課題の設定

柳沢の自然とそば 昨年度の活動の想起

小学校での活動の想起

・課題の設定
課題別のグループ研究
を中心に

個人研究を中心に

・測量，畑おこし

・種まき，草取り

・調査・研究

・刈り取り，脱穀

・収穫調査

・そば打ち

・測量，畑おこし

・種まき，草取り

・調査・研究

・刈り取り，脱穀

・収穫調査

・そば打ち
文献やインターネットを
利用したも追求でも良い

・レポートづくり・レポートづくり
ポスター(画用紙2～3枚)
にまとめる

コンピュータを用いた
プレゼンテーションを
目標に・発表会

学級発表会
全校発表会

・発表会

・活動の振り返り ・ふるさと柳沢のよさを再

発見

・次年度の活動(人との交

流)を知る

第２学年へ

[社会]
･身近な地域の
調査

[理科]
･植物の世界

[数学]
･三平方の定理
･平行と合同

[理科]
･化学変化と
原子・分子

[技・家]
･地域の食材を
使った調理

[理科]

･自由研究にと
り組んでみよ
う

[理科]
･野外観察に出
かけよう

[社会]
･身近な地域の
調査

[理科]
･植物の世界

[数学]
･三平方の定理
･平行と合同

[理科]
･化学変化と
原子・分子

[技・家]
･地域の食材を
使った調理

[理科]

･自由研究にと
り組んでみよ
う

[理科]
･野外観察に出
かけよう

人との交流を意識とした
聞き取り調査を中心にし
て課題を追求する



５ 単元の活動計画と評価規準 第２学年（55時間）

段階
学習活動

(時間) 評価規準 具体の評価規準 主な支援

とらえる
・オリエンテーション（昨年の活動の想起）

(1)

見 通 す
・課題の設定（個人研究を中心に）

(6)

・測量，畑おこし ・種まき，草取り ・生育調査 ・刈り取り，脱穀 ・収穫調査探 る
・そば打ち ・個人研究（課題の追求）(30)

・時系列でつくったポー ・並べ換える観点を明確に ・初めに，全員でまとめる ・レポートづくり

トフォリオを再構成して して，時系列のポートフォ 一緒に昨年度の資[本時２／９]

凝縮ポートフォリオをつ リオを凝縮させることがで 料の見直しをさ

くることができる。 きる。 せ，作業した日に

<情報活用能力>ち等を 確認してお

く。

・先輩などの先行・凝縮ポートフォリオを ・図や写真などの配置を工，

研究を参考にさせ工夫して作成することが 夫し，訴えたいことを明ら

る。できる。 <表現力> かにしたポートフォリオを

つくることができる。

・個人課題の解決や目標 ・不明な点を，再調査した ・活動を通して成

実現のために，最良の方 り別の方法で調べてみるな 長した跡を，自己

法を考え，最後まで粘り ど，課題解決の方法を工夫 評価の言葉の中か

強く取り組むことができ することができる。 らたくさん見つけ

る。 <実践力> 激励する。

・凝縮ポートフォリオを ・学習カードにしるした単

つくる計画段階で，それ 位時間ごとの自己評価を，

までの自分の活動を評価 活動の流れにそってまとめ

することができる。 ることができる。

<自己評価力>
(12)

・学級発表会(コンピュータを用いたプレゼンテーションを目標にして)

広 げ る
・ふるさと柳沢の良さを再確認

(6)

６ 本時について

(1) 本時のねらい

・時系列でつくったポートフォリオを再構成して凝縮ポートフォリオをつくることができ

る。 <情報活用能力>

・凝縮ポートフォリオを，工夫して作成することができる。 <表現力>

(2) 本時の活動について

生徒は 「柳沢のそばの歴史 「柳沢のそばの栽培」などの課題を設定し，２年目の活動を， 」，

行っている。今年度の特徴は，課題解決の手段が昨年より一層「人との交流」を意識したもの

になってきたことである。ゲストティーチャーをはじめ多くの「人から得た情報」は 「生(な，

ま)の情報」であるから，昨年度までのような文献資料に比べてまとめにくい。各自の得た情

報をどのように加工し，発表原稿にまとめるか生徒にとっては，大変難しい課題であろう。

そこで，本時の指導では，初めに「学び方学習」のテキストを使い，グラフや図の使い方の

工夫について学ばせ，次に「色や形の違うカードの並べ換え」を行い，資料の配置(順番)の違



いによって強調される部分が変わることを学ばせる。生徒は，この活動を踏まえて自分の研究

をまとめることとなる。

本時の活動の重点は 「自分が他に最も伝えたいのはどんなことか？」を把握してからまと，

めの作業に取り組ませることである。この結論が明確になれば，それをうまく説明する方法は

数々見つかることであろう。それまでの時系列の資料（元ポートフォリオ）を観点を明らかに

（ ） ， 。してまとめ直す 凝縮ポートフォリオづくり で より価値の高いまとめかたとなるのである

本時の指導は，まだ「まとめ」の段階の２時間目であるので，級友の活動の様子をみて参考

にしたり，まとめの工夫を互いに発表し合って議論を深めたりするなど，時間をかけてじっく

りと取り組ませたい。

(3) 本時の展開

段階
学 習 内 容 予 想 さ れ る 生 徒 の 活 動 指導上の留意点

時間

導入 1.事前学習 ・テキスト(Ｐ32～37)を使って，グラフ ・昨年度のまとめ(画

・学び方学習 や図を用いてレポートにまとめることの 用紙)の良さも確認し

有用性を知る。 ておく。

･カードの並べ換 ・色や形の違うカードを並べ換えて，見 ・示したい内容毎にま

20 え え方の違いを確認する。 とめることの大切さを

分 伝えたい。

展開 2.学習課題の把握

伝えたいことを明確にして

個人研究まとめのレポートをつくろう ・仮説，内容，方法な

どレポートに共通する

3.レポートの構想 ・シートにレポートの構想を立てる。 項目を確認してから作

① 自分が最も伝えたいこと 業に入る。

② レポートの構成(配置，紙面)の

工夫

・活動の途中に①，②について，発表と ・進んでいる生徒のま

討議を行う。 とめ方を参考にさせ

25 ・級友の活動の様子を参考にして，もう る。

分 一度構想を立てる。

終末 4.本時のまとめ ・本時の活動がどこまで進んだか確認す

る。

・各自，次時の活動を確認する。 ・ファイルを回収して

5 5.学習記録表の記 ・本時を振り返って，学習記録表に自己 激励のコメントを入れ

分 入 評価を記入する。 る。

(4) 本時の評価

・並べ換える観点を明確にして，時系列のポートフォリオを凝縮させることができたか。

・図や写真などの配置を工夫し，訴えたいことを明らかにしたポートフォリオをつくること

ができる。 (シートの記入状況，ファイル整理の様子，発表・討議の様子から)




